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◆ 注意事項

※ 電源ＯＦＦと同時に閉店する場合は、記憶処理を行い、P-BANKを閉店処理した後に電源をＯＦＦしてください。

また、Ｐ－ＢＡＮＫの閉店処理を行わずに電源をＯＦＦする場合は、下記のアラーム①が発生しますので、

解除後にＯＦＦして下さい。

※ 電源ＯＦＦ後、同一日に再度営業をされる場合、記憶処理は行わずに電源をＯＦＦしますが、その際に下記の

アラーム②が発生しますので、解除後にＯＦＦして下さい。

また、記憶処理を行ってしまった場合には、次回営業終了後に再度、記憶処理を行って下さい。

⇒ 記憶処理は何回行っても構いません。最後に行った記憶処理時のデータがその日の確定データとなります。

アラーム①内容（グレー画面に赤黒文字）

「ＰＢＡＮＫの閉店処理が終了していません。電源を切ってもよろしいですか？」と画面に出ますので、

暗証番号４３２１を入力し、ＯＫボタンを押して下さい。

アラーム②内容（赤画面に黒文字）

「記憶処理が行われてません。記憶処理を行わないまま電源をＯＦＦしてよろしいですか？」　と画面に

出ますので、暗証番号１３５７を入力し、ＯＫボタンを押して下さい。

◆ 電源ＯＦＦの流れ

・ G-tageの電源ＯＦＦは以下の流れで行って下さい。

Ⅰ． ＧＬ－１０００ＨＣの電源をＯＦＦにする。　

※ 島電源を先に切る場合は全台数分のDU通信不良の印字が出てしまうためＨＣ用プリンターの電源をＯＦＦして下さい。

①．ＧＬ－１０００ＨＣの鍵ＳＷにて電源をＯＦＦにする。 ※注意事項参照

↓

②．扉を開けてＵＰＳの電源をＯＦＦにする。

⇒電源ＳＷを押す事により電源がＯＦＦされる。

※ ＧＬ－１０００ＨＣのＵＰＳは２種類存在する。

Ⅱ． ＧＬ－１０００ＭＰＣの電源をＯＦＦにする。

①．メニューより「シャットダウン」を選択し、ＭＰＣの電源をＯＦＦする。

⇒バックアップが終了した後電源がＯＦＦする。

⇒直ぐに電源をＯＦＦしたい場合は、「直ちにシャットダウン」を選択する。

Ⅲ． ＧＬ－１０００ＩＢＳの電源をＯＦＦする。（ＩＢ導入店のみ）

①．ＷＩＮＤＯＷＳのシャットダウンよりＩＢＳの電源をＯＦＦする。

G-tage　完全に電源ＯＦＦを行う手順

ＣＳ３５０

ＵＰＳ５５０

電源ＯＦＦスイッチ 電源ＯＦＦスイッチ＝中央のSW

1 G-tage　完全電源ＯＦＦ手順
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Ⅳ． ＧＬ－ＮＡＳの電源をＯＦＦする。

※ ＧＬ－ＮＡＳは２シリーズ存在し、シリーズによってシャットダウン方法が異なるので注意して下さい。

①．ＧＬ－ＮＡＳのタイプが、【テラステーション】の場合

電源ボタンを３秒ほど長押しし、ピッという音が鳴ったら押すのを止める。

※ 電源ボタンを１０秒以上長押しすると強制シャットダウンとなり、次回起動時に障害が発生する恐れがあるので

     注意して下さい。

【ﾃﾗｽﾃｰｼｮﾝｼﾘｰｽﾞ】

②．ＧＬ－ＮＡＳのタイプが【リンクステーション】の場合

背面の電源ＳＷをＯＦＦに切り替えて、電源ランプが消灯するまで待つ。

【ﾘﾝｸｽﾃｰｼｮﾝ】

Ⅴ． ＧＬ－１０００ＭＰＣ（ＩＢＳ）用ＵＰＳの電源をＯＦＦする。（対象＝ＧＬ－１０００ＭＰＣ、ＩＢ導入店はＧＬ－１０００ＩＢＳ）

①．電源ＳＷのＯＦＦボタンを押して電源をＯＦＦする。

ＵＰＳの種類は以下の2種類存在する。

Ⅵ． 島内機器の電源をＯＦＦして下さい。

以上で終了です。

電源ＳＷ

ﾃﾗｽﾃｰｼｮﾝｐｒｏというのがある

が、手順は一緒

⑥の箇所をＯＦＦに切り替える

電源ランプ

ＵＰＳ５５０ＵＰＳ７５０

電源ＯＦＦスイッチ＝下側のSW 電源ＯＦＦスイッチ＝中央のSW

2 G-tage　完全電源ＯＦＦ手順


